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Characteristics of piano teachers based on instructional language: 




































































































































































から 2005 年まで桐朋学園大学、そして 2002 年から 2006 年までの東京藝術大学でのピア



























○日時：1998 年 12 月 20 日 
○会場：東京・トモノホール 
○曲目：ベートーヴェン作曲《ピアノソナタ第 1 番》ヘ短調 Op.2-1 全楽章 
○レッスン時間：約 3 時間 15 分 























表 1 山根のレッスンで発せられた単語と回数 
単語 回数 単語 回数 
up beat 17 回 先取り 15 回 
拡大 14 回 飾り 11 回 
作る 8 回 裏 6 回 
単位 6 回 寸法 5 回 
  
今回は紙面の都合上、最も多く登場した「up beat」と、次に多かった「先取り」の 2 つ
に絞り、その意味するところを考察する。 
 
5.1.1 up beat 
up beat という言葉は、日本語に訳すと上拍、弱拍であり、例えば 4 拍子の曲であれば 2
拍目、4 拍目を指すのが一般的である。しかし山根は、up beat をこのような単純な意味で
使用していない。 





要するに、フレーズの寸法というのは、up beat の寸法が変わるわけね。そうすると、up beat
が決して 1 拍とか 1 小節でない良い例だと思うのが、この曲の最初だと思う。ですから、
この 1 小節目のアウフタクトで始まる所から、（a の部分を弾きながら）次の 1 小節目の 2
拍目の頭まで（up beat に取る）。それから、これ（b の部分を弾く）。※譜例 1 参照 
 
 






















体。その次から up beat にとると左手もうまく乗るわよ。※譜例 2 参照 
 
 
譜例 2 第 2 楽章 第 42～43 小節 
 
どちらの場面においても、up beat の「箇所」と「長さ」が通常とは異なっている。譜例
1 においては、冒頭のアウフタクトのみが up beat、次の音は小節の 1 拍目となるため down 
beat と感じるのが一般的ではないだろうか。また、譜例 2 においても、楽譜通りにいけば、
1 拍目が down beat、2 拍目の頭の音から up beat と捉えるのが普通である。しかし、山根は
拍の途中から、そして通常より長い範囲を up beat に取ることを推奨している。 
ある部分を up beat に感じて弾くということは、その箇所が重さを持たずに軽やかに進
むということである。つまり、フレーズの中で up beat をどこで、そしてどのくらいの長さ
に感じて取るかによって、フレーズ全体における up beat と down beat の分量が変わる。そ





























なるかの違いなの。※譜例 3 参照 
 
 










楽譜上の和声  C:Ⅴ₇        Ⅰ¹     Ⅳ         Ⅱ¹          









楽譜上の和声  Ⅰ²                 Ⅴ₇     Ⅰ            
山根による先取りⅠ²                 Ⅴ₇     Ⅰ 
 
 山根の言うことをまとめると次のようになる。楽譜からごく普通の情報を読み取るので
あれば、第 24 小節の 1・2 拍目では C-dur のドミナント、3 拍目ではⅠ²、第 25 小節の 1・2
拍ではⅣ、3 拍目ではⅡ¹を左手は弾いており、右手はその上で細かく動いている。しかし、
e a b c d 
f 




山根は第 24 小節 2 拍目の最後の音（右手の h）から次の拍のⅠ²の響きを「先取り」して感
じるべきであるという。同様に、3 拍目の右手の最後の 3 音（h、a、g）は次の小節に左手
に現れるⅣの響きを、そして第 25 小節 1 拍目の最後の音（右手の e）からは 1 拍以上先取


































きく 5 種類に分類することができた。 
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